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要素技術のイノベーション : 「失われた10年」に
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はじめに 
 本稿の目的は、次の一点を報告することにある1。すなわち、筆者が「要素技術のイノベ
ーション」(innovation in technology elements)と呼ぶ現象が、製造業の研究開発の現場で






























                                                   
1 本稿は、科学研究費補助金による基盤研究Ａ「産業クラスターの知的高度化とグローバリゼーション」
課題番号 16203022 の研究成果である。 
2 先行研究としては、天野・金・近能・洞口・松島 [2006]、金 [2004]、沼上 [1999]、新宅[1994] があ
る。 
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6 独立行政法人・工業所有権情報・研修館http://www.ncipi.go.jp/による特許流通促進事業
http://www.ryutu.ncipi.go.jp/about/index.htmlでは、「特許流通支援チャート」を作成している。ＭＥＭＳ
については、2002(平成 14)年度および 2004(平成 16)年度の２回「特許流通支援チャート」が作成されて
いる。http://www.ryutu.ncipi.go.jp/chart/H16/kikai07/frame.htmを参照されたい。 
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8 2004 年 9 月 7 日、アナログ・デバイセズ(Analog Devices)社でのインタビュイーは、Peter Oaklander 
(Vice President/General Manager,Sicilon Valley Operations Analog Semiconductor Division), Steve 
Parks(Product Line Manager, Precision Analog Products), Patrick Fung,PE(Design Engieering Manager, 
Precision Analog Products)の各氏であり、インタビュアーは、柳沼寿、金容度、天野倫文、西脇暢子、
行本勢基、近能善範、洞口治夫であった。 
9 日経マイクロデバイス・日経エレクトロニクス編[2005]、pp.196-197 による。 
10 2005 年６月１７日、オムロン株式会社・技術本部先端デバイス研究所、マイクロマシニンググループ、
主査・今本浩史氏からのインタビューによる。 
11 2005 年 2 月 22 日、株式会社堀場製作所・開発センター部長新技術企画プロジェクト・プロジェクトリ
ーダー、理学博士・松田耕一郎氏からのインタビューによる。 
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13 巻末の参考第 1図と、その説明文を参照されたい。 
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   設計  解析    
 特許件数 ２  ２ 
 論文件数 ５  ４ 
 学会発表 ２  ３     




名によって分離独立した。30～40 億円の売り上げがあり、中国では、北京・上海で 30 名
                                                   
14 本段落の記述は、http://www.kumikomi.net/article/report/2003/04edsfre/02.htmlによる。 
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15  2006 年３月６日トヨタ自動車元町工場、2006 年 3 月 10 日日産車体平塚工場を訪問した。 
16 2005 年９月に行ったフォルクス・ワーゲン、アウディでの観察にヒントを得て、日独の主要メーカー
での比較を試みたものである。筆者らは、2005 年 9 月 7 日に、フォルクス･ワーゲンを訪問し、金型加工
におけるＣＡＤの利用とデジタル加工、および、レーザーによる溶接プロセスについて説明を受けた。自
動車のボディー溶接においては、アークスポット溶接が用いられてきたが、レーザー溶接を行う場合が増




































                                                   
17 ティッセンクルップ・ドラウツ・ノーテルファー社、シニアエグゼクティブ、バーナード・ローチ氏
（ThyssenKrupp Drauz Nothelfer GmbH, Mr. Bernard Roach）の観察と発言であった。トヨタの元町工
場で観察できた溶接の現場と、見学者用の自動車モデルは、限定的な観察にすぎないので、この観察の正
確性には疑問が残る、と言わざるを得ない。 
18 2006 年 3 月７日訪問。 
19 2006 年 3 月７日訪問。 
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21 たとえば、産経新聞取材班[2001]には、その経緯が取材されている。 
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が 2003年であったという。（2006年 7月 10日、メールでのコメントにもとづく。） 
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24 2006年 2月 24日、杉江衛法政大学大学院イノベーション・マネジメント研究科教授(元日立製作所中央
研究所主管研究長)の発言にもとづく。 
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25 2006年７月 22日、杉江衛教授のコメントにもとづく。 
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